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（午前１０時 開会） 

○三好義治委員長 ただいまから、総務常

任委員会を開会します。 

 本日の委員会記録署名委員は、福住委員

を指名します。 

 先日に引き続き、認定第１号所管分の審

査を行います。 

 質疑に入ります。先日の質疑に続き、野

口委員。 

○野口博委員 最初に、財政問題に入りま

す。再度答弁を求めたいと思いますが、こ

ういう財政状況の中で、改めて市民の暮ら

しをきちんと見据えておくべきだという

ことについての答弁を求めたいと思いま

す。 

 昨年度は、ことしが５０週年を迎えます

ので施政方針から見ても力を蓄える基礎

固めという位置づけのもとに、いろいろ国

との関係で将来計画に関係する人口ビジ

ョンだとか、平成３０年を目途にしている

総合計画の中間見直しだとか、摂津市版総

合戦略だとか、いろいろな基本的な行政の

立ち位置についての議論も行われて、そう

いう検討がなされてきました。教育委員会

制度も大幅に変わりました。市民的にはナ

ンバー制度が始まりました。そういう中で、

２日前も議論されていましたけれども、財

政状況が予想を超えてこういう状態にな

ったということであります。それで、答弁

にありましたように、昨年度は４年連続、

４年目の交付団体となりました。吹田操車

場跡地の売却益もありましたので、史上最

高の基金に達しているということがあり

ます。そういう行政としての立ち位置を検

討された年にこういう財政状況だったと

いうことで、これを改めてそういう計画も

含めてどういう活用をするのかというこ

とがあるだろうと思います。市民生活の実

態という点では平成２７年度の個人市民

税にかかる納税者の１人当たりの年間所

得金額を申し上げますけれども、箕面市が

１番で年間１人当たり３９７万２，０００

円と、２番目が豊中市、３番目が吹田市、

４番目が池田市と、６番目が茨木市、１２

番目が高槻市という順番であります。摂津

市が市段階で下から５番目ということに

なりますが、金額的には２９３万円という

ことで、箕面市、豊中市、吹田市、池田市

と比べれば１００万円前後の差があると

いうことで、これはご承知だと思います。

こういうことも含めて改めて今日の財政

状況を、まず市民の暮らしを優先に活用す

ると。その上で身の丈に合った財政を行う

べきだということを改めて強調したいと

思いますけれども、その辺の問題について

答弁を求めたいと思います。 

 二つ目に中期財政見通しの問題であり

ます。この前も申し上げましたけれども、

現状でいろいろ各担当課が計画されて出

されているものを含めて、主要事業も決め

られて提示をされて、平成３８年までの財

政見通しを出してきました。それについて

いろいろ２日前に申し上げましたけれど

も、理解できないのは、こうならばこうな

るけれども、じゃあ、これを返すために財

政当局から見たらこうすべきだというと

ころがあるのかどうかは知りませんけれ

ども、そういうのがなければ私たち議員と

しても市民から見ても、いろいろな要求を

抑制するという役割しか果たさないので

はないかという気がします。数字を申し上

げますと、平成３８年度までに主要事業の

阪急連続立体交差だとか、千里丘西口やご

み焼却施設、総合体育館等がありますけれ

ども、全体的には総事業費３８５億円、こ

のうち市の持ち出しで１７３億円の市債
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を使いますよと、市の持ち出しをこの主要

事業につぎ込みますよと。こういうお金を

つぎ込む一方で、そんなことをやったら平

成３６年度には基金も全部枯渇して約８

１億円の赤字が生まれていわゆる赤字再

生団体に陥るんだという数字を示してい

るんです。これがいいのかどうかという点

なんですよ。こういう数字が想定されるな

らば先ほど申し上げたように、これを返す

ために財政当局側から見てこれはこうい

う方向に進むべきだというのがあってし

かるべきだと私は思うわけでありますけ

れども、こういう問題提起に対して改めて

担当としてどういうお考えかお聞かせい

ただきたいと思います。 

 公共用地の問題であります。これまで特

に味舌小学校の跡地の関係では、昨年僕も

その懇談会に参加してびっくりしました

ことを含めて昨年の一般質問で申し上げ

ましたけれども、公室長は今が売却の旬だ

とおっしゃいました。それと、売らなけれ

ば第二の夕張市になるんだということを

おっしゃったわけです。こういう財政状況

の変化の中で、直前に吹田操車場跡地の売

却予定がはっきりしているのにこういう

態度をずっととってきたわけです。そうい

う面からして、この間の発言も含めてどう

いうふうにこれを精査するのか、発言なさ

った公室長のほうから一言いただければ

と思いますけれども。 

 次、行革の問題です。時間の関係で少し

端折っていきますけれども、昨年度このロ

ードマップを出しました。一昨年、平成２

６年３月に、３０年を目途にして第５次行

革をまとめましたけれども、それを受けて

こういうＡ３の用紙でロードマップを昨

年提出されました。これをまとめたんです

けれども、前回申し上げたように、平成２

８年度に廃止する項目、見直しを検討する

項目、こういうまとめが一つあります。そ

の中には正雀保育所、市民サービスコーナ

ー、入院時食事療養費助成制度などいっぱ

いあるわけです。もう一つは、平成２９年

度に廃止、見直しを検討する項目というこ

とであるわけですね。こういう二つの項目

を含めて、この間、議案の撤回もありまし

たけれども、敬老祝い金を初めとして７項

目についてとりあえず凍結しますという

態度変更をされたわけであります。これを

見たときに改めてこの財政状況でそうい

う決断をされたと思いますけれども、要は

行革の目的は市民にとって使いやすい状

態をつくっていくんだと、利用しやすい制

度として見直していくんだと。当然財政問

題もありますけれども、こういうことだと

思いますけれども、それが財政状況を加味

されてこういう結果になったと思います

けれども、改めて使い勝手のいい方向に行

革を行うべきだという点について強調し

ておきたいと思っています。その上で二つ

だけ、一つ要望ですけれども、一つは質問

をします。 

 一つは、平成２８年度に廃止予定だった

入院時食事療養費助成問題です。結果とし

ては住民税非課税世帯対象になりました

けれども、これは行革上は平成２８年度に

廃止をするという項目でありました。修正

されて非課税の方は残すと。この問題で府

下の状況を資料に基づき申し上げますと、

子ども医療費助成制度の子どもが入院し

た場合の入院食事代について各市がどう

いう態度をとっているのかと申し上げま

すと、無条件で入院食事代無料がほとんど

なんです。うちみたいにやっているのは、

摂津市、箕面市、河内長野市、大阪市、４

市だけなんですよ。３３市の中で政令市も
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含めて４市しか条件つきになっていなん

です。大変恥ずかしい状況と思いますので、

これについては所管外ですので検討を求

めているということで終わりたいと思い

ます。 

 続いて、市民サービスコーナーでありま

す。来年から市民サービスコーナーを廃止

をされてコンビニで対応をするという方

針のもとに今動いております。この間の答

弁を見ますと若干の修正の話があります

けれども、市民サービスコーナーを廃止す

る前提は、マイナンバーが１００％普及し

ているという前提だと思います。そうしな

ければ成り立ちません、理由がね。現在、

ご承知のとおり取りにきていない方も含

めてマイナンバーカードの普及率は約１

割であります。９割はしていません。こう

いう点からしても市民サービスコーナー

を廃止してコンビニで扱うという前提条

件が大変脆弱な状態でありますので、この

中でどうするのかという問題が今言わず

と問わず大きな問題の一つになっていま

すけれども、この点はどうなのか担当から

お答えいただきたいと思っています。 

 続いて、人権女性政策課の問題でありま

す。二つは要望で一つは再質問ということ

になります。 

 平和という冊子の復刻版であります。今

年度つくられたという話であります。イン

ターネットを見られた方が本としての希

望も出たので７０冊をつくったと。現在、

１４冊お渡ししてるというお話でありま

すけれども。最近はスマホだとかタブレッ

ト、Ｋｉｎｄｌｅとか、いわゆる電子書籍

という形式で多くの方が見られてます。い

ろいろなご意見がきてるんですけれども

ＰＤＦはなかなか見にくいということが

ありますので、いわゆるそういう電子書籍

に対応できる方向で検討願えないかとい

うのが質問の趣旨ですのでお答えいただ

きたいと思います。 

 二つ目、平和の取り組みの話で、平和首

長会の話をさせていただきました。１１月

７、８日に国内の加盟都市で総会を開催さ

れて、２日前に申し上げたように被爆者署

名に取り組むということで決定をされま

した。一方で１０月２８日国連総会で来年

度から作業部会として国連を母体にして、

核兵器禁止条約を締結するための話し合

いをするという決議が行われました。これ

について日本政府が反対をしたわけです。

内外から大きな批判が出ております。今の

地球上で核兵器が１万５，０００発ありま

す。ロシアとアメリカが一番多くてどっち

も７，０００発を所有しておりますけれど

も、いろいろ核抑止論ということで日本は

アメリカの核の傘でいろいろな軍事戦略

を用意しておりますけれども、そういう日

本の立場からしても外国から見れば核の

悲惨さについてきちんと先頭に立って物

を言うべきだという主張をされているわ

けでありますけれども。そういう中で、残

念ながらそういう対応であります。これも

ぜひ見ていただいて、ある意味では積極的

に地方自治体として国の態度があるかも

わからないけれども、こういう核廃止の問

題について取り組みを進めていただきた

いということで申し上げておきます。 

 もう一つは、国会で審議をされて、昨日

衆議院の法務委員会で一応可決をされた

んですけれども、いわゆる部落差別解消推

進法案の問題であります。これから本会議、

参議院に審議が移っていきますけれども、

ご承知のとおり特別措置法に基づいて３

３年間１６兆円ものお金を用意して対策

上は取り組まれてきました。１４年前の３
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月末をもってこれは終結をされました。そ

のときに当時総務省の担当室長の担当者

が発表したこの終結の理由を３点申し上

げますが、一つは、同和地区を取り巻く状

況が大きく変化したと。二つ目には、対策

事業を続けていくことは問題解決になら

ないと。三つ目には、同和地区同和関係者

が対象を限定した施策を続けることは事

実上困難だという三つの点をまとめて終

結をしたわけです。その後、ご承知のとお

り同和地区という指定地区を持っている

自治体では、いわゆる不公正な同和行政と

いうことでこれは言ってましたけれども、

そんなのが怒られていました。 

 毎年こういう部落差別問題について取

り組んでいる民主主義と人権を守る府民

連合では、毎年大阪府と交渉をするわけで

すけれども、ここでもこういう問題につい

て大阪府府民文化部人権課が回答したの

を紹介しますね。平成１３年度末の特別措

置法の失効に伴い特別対策事情の前提と

なる地区指定がなくなり、現在では同和対

策事業の対象としての地域及び住民は存

在しません。また、府内市町村においても

このことを称されているものと考えてお

りますという、これは大阪府の正式の回答

なんです。そんな中で、今回、国と地方自

治体に対して実態調査を行いなさいと、こ

ういう義務づけの内容を含めた法案を審

議されて、昨日は委員会で可決をされたと

いうふうに至っているわけです。でも、法

が決まれば自治体としてはその方針に基

づいて一定動くということになります。摂

津市としても指定区域がないということ

はありますけれども、いろいろな形で法律

が通れば流れてきますので、ぜひこういう

動きを見て物を言っていただきたいとい

う趣旨なんです。こういう調査そのものが

人権侵害だと思っておりますし、調査が行

われてずっと続けば、改めて国や地方自治

体にいろいろな施策の強要がなされてい

きます。結果としてこの差別の固定化だと

か永久化に力をかしていくとなりますの

で、ぜひ注視していただいて言うべきとこ

ろはちゃんと言っていただきたいという

ことでお願いしておきます。 

 防災の問題です。一つは集会所とデイハ

ウスの問題であります。デイハウスました

が今月オープンを迎えます。その一方で、

近くの第１集会所が廃止をされて売って

いくという方針になります。第１集会所は

なくなりますから、これは４月の広報であ

りますけれども、デイハウスましたに第１

集会所の機能を集約してと書いてます。今

週の部長会議の会議録でも保健福祉部長

の報告で見ますと、府道十三高槻線上部に

て第１集会所機能を集約移転したデイハ

ウスましたを開所し、ここに第１集会所の

機能を集約と書いてあるわけです。この内

容が地域の方から見ればややこしいとい

うことで、管理状態もお聞かせ願いたいと

思いますけれども。これは集会所を使える

ような状態にしてほしいと、いろいろな制

約が入っていると聞いてますので。その辺

は市の方針からして実態はどうなのかと

いうことで聞いておきたいと思いますの

で、よろしくお願いします。 

 公共施設等総合管理計画であります。こ

の前、来年１月に素案をまとめてパブコメ

をやって、３月に策定するということで、

そういう答弁でありました。この間いろい

ろ市が立てた計画に対してパブコメしま

すけれども、ゼロの場合もあるということ

で、こうしたせっかく市民の意見を聞くそ

ういう流れについて、職員もつくるわけで

すからやっぱり意見もいただきたいとい
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うのが率直な気持ちだと思いますけれど

も。何も知らないで、説明する場面もなく

て事を進めても、市民の反応はないと思う

んですよ。そういう点で公共施設等総合管

理計画について、どのように市民と合意を

図っていくのかという問題と、議会に対し

てもまとめる前に最低限の説明をいただ

いて、意見を言わせていただいて、それも

含めていただくという手続をぜひやって

いただきたいと思いますけれども、そうい

う点はどうでしょうか。 

 摂津高校のブロック塀の問題でありま

す。この前テレビでやっていましたけれど

も、ブロック塀をつくる職人が表彰を受け

られたということで紹介されていました

けれども。ブロックをこう積んでいきます

と、横も縦も一つごとにちゃんと鉄線を配

筋するということをやっておられるんで

す。よく事故もありますけれども、全ての

ブロックごとに縦横に鉄線が配筋されて

いるかというのは大変疑問だと思うんで

す。申し上げたように、表から見たら水も

入り込んで、色が変わっております。酸性

になっています。そういう中でもし地震が

発生した場合はどうなのか大変心配な状

況だと率直に思います。建物については、

現在、耐震化の目標は震度６強で倒壊のお

それが低いという前提条件で動いており

ます。摂津市の被害想定の震度は、南海ト

ラフでは震度６弱でありますけれども、上

町断層からすれば最大震度６強というこ

とで動いていきます。しかし、この間いろ

いろ各地でありますけれども、震度７に合

わせてどうするかという点も今後の課題

になっておりますので、その配筋の状態を

見ても大変心配であります。府の担当にお

願いしたとおっしゃいますけれども、もう

少し突っ込んでいただいて。まあ、これだ

けで府庁に行くのは大変だと思いますの

で、別の用事があるときに行っていただい

て直に一言申し上げていただければと思

いますけれども、そういうのを含めて流れ

をもう一度答弁いただきたいと思います。 

 総合体育館と防災問題であります。ご承

知のとおり、洪水ハザードマップでは多く

は安威川以南、鳥飼地域は、２日間で５０

０ミリの大雨が降った場合、浸水の深さは

２メートル、５メートル未満であります。

部分的には５メートルを超えるという被

害想定でハザードマップが示されている

わけですね。市民意向調査を見てみました

けれども、体育館に対するアンケート調査

で、残念ながら１，５００人に対して配付

をしたけれども３０．９％、４６３人しか

回答をいただかなかったという結果であ

りますけれども、貴重な市民のご意見であ

ります。少し紹介をしますと、総合体育館

に期待することの項目の中で１番が、災害

時に一時避難できる安心安全な場が１番

であります。多分これは設問の関係もある

と思いますけれども。２番目は、子どもか

ら高齢者まで少人数でも気軽に運動でき

る場と、これが２番目であります。屋内ス

ポーツの各種大会やイベント、いわゆる三

島大会的な中身を望んでいることについ

ては下から３番目なんです。だから、市民

の意向ははっきりしてるわけです。もう一

つは、総合体育館に必要と思われる点、こ

れも断トツで避難所の問題であります。そ

んな中で、この計画書に示されている幾つ

かのこの機能についての説明があります。

４番目に災害時の避難所となる防災機能

と書いてます。備蓄だとか避難スペース、

非常時の電源対策の検討だとか書いてま

す。冒頭言いましたように、例えば災害で

５メートルを超える浸水がされますとい
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う地域の中で、これから鳥飼地域も含めて

そうなった場合に対応できるように３階、

４階以上の建物の所有者と交渉しながら

一次避難として活用できないかという交

渉が始まっていくと思いますけれども、そ

れにしても図面を見ますと、いわゆる５メ

ートル以上で見た場合に、そこに人が避難

するスペースは２階部分のサブアリーナ

しかないんですね。あとは、１階の公式試

合ができる両側の観客席です。当然浸水被

害が起こったとしても、水が来ない高さの

場所で避難できるという状態になってい

ないわけです。これでいいのかという問題

です。民間の方々に、５メートル以上、３

階以上の方々にお願いしてこれから避難

場所を確保しようとしてるのに、今から３

０億円もお金をかけてつくろうとしてい

るこの建物に対してそういう対応がすご

く少ないという、この問題についてどうな

のかということが、市民的には素朴な感情

としてあると思うんですよ。今から行革で

いろいろなことをやろうとしている中で、

皆さん頑張って仕事をされて税金を納め

ています。その使い方として、やっぱり市

民のの意見を聞いて少なくとも防災拠点

として市民の方々が納得できる内容が含

まれなければどうしようもないと思いま

すけれども、その点どうでしょうか。 

 広報について要望です。ぜひ総務部長な

り副市長のほうでいろいろ相談していた

だいて、気持ちよく仕事ができるようによ

ろしく配慮をお願いしておきたいと思い

ます。 

 総合計画についてであります。中間見直

しで、いわゆる人口流入・流出の内容につ

いても分析をされてます。２４歳から２９

歳の方が摂津市に多く入ってきますけれ

ども、それを過ぎますと逆に出ていくとい

うことで。しかし、この間ご承知のとおり

南千里丘地域の開発等々によって、いわゆ

る総計の人口想定の平成３２年８万人を

８万７，０００人に修正するなどふえてい

ます。２０６０年には７万２，０００人と

いうことで、そういう人口ビジョンの想定

をしておりますけれども、ぜひそういうい

ろいろな。人口が多くなることが必ずいい

とは思いませんけれども、せっかく来た方

が、生まれた子どもたちに永らくこの摂津

市で住んでいただくという住みやすい環

境をつくっていくということも含めて、ぜ

ひそういう立場で進めていただきたいと

いうことは申し上げて、少し山田川公園の

問題について申し上げます。 

 この前、近くの住民の方々からお電話が

ありまして、摂津市は公園面積が少ないの

に、摂津市が行う計画によって吹田操車場

跡地にマンションを建てると。だから、保

育所が必要なんだということで、山田川公

園をつぶしてそこに持っていこうとして

いるけれども、これでいいんでしょうかと

いう電話がありました。総計では都市公園

の面積は１人当たり２．８平方メートルで

出発して目標を決めてます。５平米以上に

するということであります。防災公園で若

干ふえているかもしれませんが、近くの方

もそういうご意見だとおっしゃってまし

たけれども、山田川公園だと近くに産業道

路側に小さい公園もありますし、そういう

公園があるので子育てしやすい環境だか

ら来たんだという。しかし、それがもうな

くなってしまうということです。こういう

問題についてどうなのかお答えをいただ

きたいと思います。 

 指定管理の問題であります。これはいろ

いろ指定管理の制度そのものの問題点も

あり、国においてもいろいろな形で修正も
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され通知も出されて改善もしてきました。

そこに税金が投入されるわけであります

から、利用者にとってはいい状態で進んで

いただきたいと思うわけです。そういう点

で、この間ＡとＢの評価が多いということ

で昨年度の分についてまとめられていま

すけれども、そういう公共施設の市民が利

用しようとした場合に今後、より利用しや

すい状況にするために、また市として公明

性とか平等性も含めていろいろな角度か

ら検討課題があると思いますけれども、こ

の方向についてどうお考えなのか聞いて

おきたいと思います。 

 次は職員定数の問題であります。前回１

年間の平均労働時間・残業時間を言ってい

ただきました。直近の平成２７年度は対象

職員数で割りますと年間９５．４時間の残

業時間ということで時間外勤務が出てま

す。改めて民間で問題になっている長時間

過密労働との関係で公務労働においても

そういう状態が各地で発生しております

ので。摂津市の場合、例えば仕事柄仕方が

ない部署もあるかもわかりませんけれど

も、一般的に見て職員配置のまずさから大

変な労働時間でやっているという職員も

いると思います。そういう点で最大の残業

時間は何時間なのかということが一つと、

それと残業時間によっていろいろな対応

の仕方があると思いますので、その辺も説

明していただきながらご答弁いただきた

いと思っております。 

 続いて、地域手当の問題であります。直

近の数字では一昨年の４月に示されて昨

年４月から実施をされた数字があります。

摂津市は相変わらず６％から６％であり

ますけれども、北摂各市で見ますと、高槻

市が１５％、１２％から１５％で３ポイン

ト上がったんです。池田市が１０％から５

ポイント上がって１５％。吹田市が１２％

で同じです。豊中市が１０％から１２％に

上がっています。茨木市が同じく１０％で

す。その中で摂津市が６％ということであ

ります。大阪府下を見ますと、一番上がっ

たので７ポイント上がってるんです。これ

が交野市なんです。一番地域手当が多いの

は守口市なんです。いろいろな大手企業が

出られて大変な生活をされている地域で

すけれども、ここで１６％で大阪府下一番

なんですね。こういう修正されて上がった

地域との違いだとかを含めて、一般的に見

て資料から見ても守口市が何で一番なの

かということもあるわけです。何で摂津市

は６％なのかといつも言っている疑問が

あるわけでありますけれども。２日前に答

弁をされた動きもありますので、今後の取

り組み方について努力の方向も含めてこ

ういう中身について説明いただきたいと

思います。 

 二つの旧小学校跡地問題であります。１

１月２５日に旧味舌小学校の存続を考え

る会の皆さんと１時間ほど懇談をする予

定だというふうに聞いています。これまで

いろいろな団体との関係がありましたけ

れども、方針も転換されたので、リセット

していただいていろいろな用事が詰まっ

ているかと思うんですけれども、ぜひ市長

なり副市長が参加されて一言おっしゃっ

ていただければと思いますけれども、その

点を副市長のほうからご答弁をいただけ

ればと思っています。 

 それと、何でもそうですけれども、学校

跡地だけをどうするかというのではなく

て、地域全体を含めたまちづくりに対して

摂津市が持っている将来像、これを共有し

ながらその上で跡地についてどう検討し

ていくのかという、こういうやり方を一緒
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に住民とともに共有していただきたいと

思いますので、その点は要望としておきま

す。 

 最後に、市税問題であります。いろいろ

この間各自治体で滞納問題に対する対応

方についていろいろなことが行われてお

ります。本市でもいろいろなことで担当と

もいろいろな議論をしあって、これについ

て昭和３４年にいわゆる国税徴収法が全

面改正されたときの精神に基づいて税務

業務をやってほしいということで、この間

申し上げてきました。いろいろ心配な点が

多くて、ご承知のとおり全国的な問題とし

ては貧困と格差が拡大してます。この間の

数年間に貯蓄ゼロ世帯が今３３％と聞い

ています。それだけ大変だという市民生活

があります。だから、条例、法律がありま

すけれども、対応を迫られるということに

なりますので、そういったことでどこを立

ち位置として対応するかということであ

ります。我妻栄東大名誉教授がこの租税徴

収法調査会の会長をなさっておりました

けれども、国徴法精解序文でこう述べてま

すのでまず紹介したいと思います。納税者

の態度のいかんによってはかような制度

を必要とする場合もあることを認めたか

らである。言いかえれば、強制力の実施は

真にやむを得ない場合の最後の手段とし

ては、これを是認せざるを得ないと考えた

からである。したがって、徴税当局がこれ

らの制度の運用に当たっては慎重の上に

も慎重を期することが当然の前提として

了解されているのである。徴税事務の第一

線で働く人々が万一にも調査会の到達し

た結論だけを理解して、そこに到達するま

でに戦わされた議論と費やされた配慮の

持つ意義を知ることを怠るようなことが

あっては、調査会の３年にわたる苦労は生

命を失うことになるという、こういう言葉

であります。ぜひこの精神で取り組んでい

ただきたいと思いますので、これは強く要

望しておきます。 

 市民税の減免問題です。なかなか平行線

でありますけれども、検討していただくと

いうことでぜひお願いしたいと思うんで

す。いろいろなケースが出てきます。例え

ば国民健康保険だとかいろいろなその他

の保険料等々で、いわゆる前年の所得でそ

ういう保険料を決められますけれども、そ

の当該年度でしんどい場合ですね、離職し

た場合、また商売がだめになった場合に収

入が減ります。その基準によって例えば保

険料の減免を行っています。こういう実態

に応じて対応していくということが、税の

分野でも僕は大事だと思っています。これ

がやっぱり憲法第２５条の精神だと思い

ますので、法律上の制約とか各市の取り組

み状況もあろうかと思いますけれども、ぜ

ひ検討していただきたいと思うわけです

けれども、もう一回答弁を求めます。 

○三好義治委員長 石原課長。 

○石原財政課長 それでは、財政課にかか

わります２点のご質問にご答弁申し上げ

ます。 

 市民の暮らしを守る財政運営というこ

とであったかと思います。財政としまして

財政の収支の均衡を図っていくこと、また

財政構造の健全性を図る、保っていくこと、

これらについては市民により高い行政サ

ービスを提供するための手段であるとい

うことは認識しているところでございま

す。また、市民の暮らしを守っていくため

にも、そのためにも持続可能な財政運営が

必要であると考えているところでござい

ます。そのために今回土地売払収入の約６

８億円、この使い道、充当先としましては
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公共施設の整備基金のほうに約２８億円、

減債基金のほうに約４０億円を積み立て

まして、これらは今後の大規模改修であっ

たり建て替え、また今後の吹田操車場跡地

のまちづくり事業に係ります公債費の返

済、そういうふうなものそれぞれの後年度

の負担の軽減を図るために充当して積み

立てているものでございます。それによっ

て基金の残高というのが、公共施設整備基

金のほうで約４７億円、それと減債基金の

ほうで約４１億円、残りとしましては５８

億円ございます。これがいわゆる収支不足

などを調整するための財政調整基金の残

高でありまして、これは平成２６年度から

の残高と比べましたら５億円しか増加し

ていない状況であります。財政担当としま

しては、今回の臨時的な収入、一過的なこ

の主要基金１４６億円という基金の増加

をもって財政規律というものが緩むので

はないかということを非常に危惧してい

るところでございます。基金が底をついて

行政サービスがストップすることのない

ように、今後もこの基金残高があるうちに

しっかりと財源の集中と選択を図りなが

ら行政サービスの向上に努めていきたい

というふうに考えているところでござい

ます。 

 それと、もう一点、中期財政見通しにつ

きましてですけれども、これは決して危機

感をあおるために作成しているものでも

ございませんし、また見通しの甘い楽観的

な見通しを作成してものでもございませ

ん。歳入については、市税収入などにつき

ましては、やはり作成時にできるだけ最新

の情報を組み込みまして、また歳出につき

ましては、主要事業等を各原課とヒアリン

グを図りながら精査に努めて作成してい

るところでございます。ただ、現在のよう

に日本経済のグローバル化が進む中でよ

り将来の不確実性が高くなっている状況

の中で、財政見通しという５年、１０年後

の予測というのはなかなか難しいものが

ございます。本市の強みであります市税に

つきましても、その構造から今後社会情勢、

経済状況によってはよくもなりますし、悪

くなることも考えられるであろうと考え

ているところでございます。先ほど野口委

員もおっしゃれました、この計画の中には

主要事業で一般財源と基金と市債を含め

て約２４２億円の数字が上がっておりま

す。それに対しまして社会保障関連経費の

事業でも一般財源が約６４４億円ござい

ます。具体的にこれといった方策というの

は今持ち合わせていませんけれども、財政

としましては、例えば主要事業にあります

事業費また事業の進捗の見直し、こういう

ことも必要になってくるであろうと思い

ますし、また社会保障関連事業の見直しに

ついても今後見直しが必要になってくる

だろうと考えているところでございます。 

○三好義治委員長 川西課長。 

○川西政策推進課長 では、野口委員の２

回目のご質問にお答えいたします。 

 まず、用地の件なんですけれども、後ほ

ど公室長からあるかもわかりませんけれ

ども、私のほうからご答弁申し上げます。 

 まず、我々の大きな使命の一つでござい

ます、この摂津市を大切に将来世代へと引

き継ぐこと、これがまず第一の使命と考え

ております。そのためにいつの時代にあり

ましても、その時点その時点で精いっぱい

将来を見越しまして計画を立てるのは、こ

れはもう当然のことであります。その中で、

もし財政的に危機的な状況が予見される

場合はあらかじめ回避策を検討すること

も、これもまた当然であると考えておりま
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す。公共用地、とりわけ面積の大きな小学

校跡地に関しましても、その時点では摂津

市を将来世代に引き継ぐために売却も視

野に入れなければならないと当時苦渋の

判断をしたためでございます。全てはこの

判断あってのものでございます。 

 続きまして、行革項目のうち市民サービ

スコーナーについて申し上げます。まず、

大前提といたしましてマイナンバーカー

ド、これを活用いたしましてコンビニエン

スストアでの住民票等証明書の発行が可

能となりました。非常に利便性が高まった

と考えております。このサービスが認知さ

れつつある状況を受けまして、来年３月を

もちまして全ての市民サービスコーナー

を廃止させていただきたいというふうな

形で行革項目に掲げております。これは市

民サービスコーナーにかかる経費が大体

年間に二千二、三百万円だったと思います。

年間二千二、三百万円かけておりますサー

ビスコーナーの経費、これを今後証明発行

の中心になるであろうコンビニ証明発行

の経費にあてる。つまり、言いかえました

ら、５次行革の視点で申し上げますと、こ

れからの時代に応じた行政サービスに資

源をシフトする、これを実践するものでご

ざいます。しかし、一方でマイナンバーカ

ードの発行率は委員がご指摘のとおり１

割台でございます。これも現実でございま

す。この行革の視点も大切なんですけれど

も、現実問題としてこの発行率の中では何

らかの経過措置を設けるべきと考えてお

ります。そこで、所管は市民課になるんで

すけれども、市内の公共施設の一部で証明

書の取り次ぎ業務、これを今現在検討中で

ございます。どこの公共施設で取り次ぎを

するのか詳細等を今詰めている段階でご

ざいまして、内容が固まり次第市民サービ

スコーナーの廃止も含め、その概要を議会

の皆様にご説明させていただくと聞いて

おります。 

 続きまして、総合計画の中にございます

１人当たりの公園面積の整備率、この関係

で山田川公園についてご説明申し上げま

す。山田川公園の中での保育所整備は待機

児童解消に向けたとても大事な取り組み

であると認識しております。一方で、公園

というのは子どもの遊び場、幅広い方の交

流拠点また防災空地など大変重要な意味

合いも持っています。そのような中で特に

千里丘地区では明和池公園が供用を開始

されております。この件で一定公園面積も

アップしております。これらを総合的に踏

まえまして、市として公園面積の目標値、

それと相反する形の保育所建設、この相反

する二つを比べまして市としてどちらを

優先するのかという議論が当然ございま

した。折しも人口減少社会を迎えておりま

して、どこの自治体も生産年齢層、特に子

育て世代の取り組みに必死な状況でござ

います。また、人口ビジョンでも明らかな

ように、摂津市への転入・転出は大体７割

ぐらいが大阪市・吹田市・茨木市、本当に

近隣です。近隣の中で子育て世代の転入・

転出を取り合うという形がはっきりあら

われております。また、お隣の吹田市なん

ですけれども、子育て環境を強化するとい

うことでちょうど１０月１日に保育施設

を１１園新しく開設されています。これら

の状況を勘案いたしまして、本市としても

子育て世代に転入いただけるよう、また子

育て世代にずっと定住していただけるよ

うに、公園面積が減少することを承知の上

で山田川公園に保育所の設置を決定いた

しました。我々のこの選択が正しかったか

どうか、この判断は今ではなくて後の世代、
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将来世代が判断するべきものと私は考え

ております。 

 続きまして、指定管理は今後どうなるの

か、どういう形でということなんですけれ

ども、まず私が感じておりますのは利用者

アンケート、これは何よりも一番の施設改

善の指針になり得ると感じております。具

体的に一例をあげましたら、例えば正雀市

民ルームでは利用者アンケートをとられ

まして、その中で特に希望が多かったのが

講座で、独自事業ということで講座を開催

されて、その結果、平成２７年度は前の年

と比べて自主事業への利用者の参加率が

２倍以上にふえています。あと、ほかの施

設で言えば、例えば温水プール、非常に人

気の高かったのが子ども・幼児クラスです。

これもアンケートでもっとふやしてくれ

という希望が出てまして、幼児・子どもク

ラスを増設されました。その結果、年間で

決まった水泳クラスでは大体年間で１０

０人ほど増加されています。また同じく温

水プールなんですけれども、ロッカーが非

常に古く老朽化してると、何とかしてほし

いという声が多かったのでロッカーを入

れ替えまして、その結果もあったのでしょ

うけれども、いろいろなことが実を結びま

して一般利用も大体年間２００人ほど利

用者がふえています。こういう形で市民の

声を反映する形でどんどんこれからさら

によくなっていけばいいと思うんですけ

れども、また我々はＳ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの

５段階で評価しているんですけれども、素

点は非公開ですけれども、あともうちょっ

とでＳに上がれるという施設が幾つかご

ざいます。また、一方で、我々が定めまし

た摂津市指定管理者制度導入に関する指

針という中で業者選定の基準について非

公募、１者特命でいけるというふうに活字

で書いているところなんですけれども、そ

の条件としてモニタリング結果により客

観的に最適と判断できる場合という規定

がございます。これも言いかえてみたらず

ばりＳということがまず考えられます。指

定管理業者にとりましたら、Ｓを目指すこ

とというのが最大のインセンティブにつ

ながる、これを目標に市民の声も、利用者

の声も聞きながら、今後担当課も一緒に入

りながらどんどん改善していくこと、これ

が我々の目指すべきことでございます。 

○三好義治委員長 先に公室長のほうか

ら公共用地の点と旧三宅・味舌の関係を答

弁してください。 

 乾市長公室長。 

○乾市長公室長 先ほど旧味舌小学校の

跡地を守る会の皆さんとの協議の場で、今

が活用用地の売却の旬だと、あるいは、売

却しなければ第二の夕張市になるんだと

いうようなことを私が発言したというご

趣旨のご質問だと思います。私が申し上げ

ましたのは、旧味舌小学校あるいは旧三宅

小学校がなぜ廃校になったのか、そういっ

たことの経過をお話をしている中で、まず

一つは理由として教育論があったと。１学

年１クラス、そういう状況で運動会もなか

なかやりにくい、そういうような状況で果

たして児童の少ない状況でいいのかとい

うようなことが議論されて、教育論の観点

から廃校というものが一つ決まったと。そ

れから、またあわせてその裏には、摂津市

ではその当時、平成１７年当時でしたら財

政状況が非常に極めて苦しい状況でござ

いました。そういう状況で摂津市は第二の

夕張市とも言われていたということで、教

育論と非常に厳しい財政状況を踏まえて

廃校といいますかね、学校を閉じることに

なったということのその経過をご説明申
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し上げました。しかし、経過を申し上げた

わけであって、売らなければ第二の夕張市

になるというようなそういうお話はさせ

ていただいたことは一度もございません。

今後やっぱり２０２５年問題とか非常に

財政を圧迫する要因が具体化して出てき

ますので、そういうときには、そういう状

況にあって市民の要望をどんどん受けて、

どんどん活用方法を考えていくというね、

そういう市の対応はなかなか難しいとい

うご説明もさせていただきました。ですか

ら、決して売らなければ夕張市になるとい

うようなことを短絡的に申し上げたこと

はございません。それから、また売却が旬

だというようなことにつきましても申し

上げたことはございませんで、私が申し上

げていたのは、活用用地については売却も

含めて今後議会に諮って決めていくこと

になりますと、そういうご説明をさせてい

ただいてきたわけでございます。 

 それから、旧味舌小学校あるいは旧三宅

小学校の跡地を、特に旧味舌小学校につい

て、跡地を考える皆さんと今度、協議する

場を設けるということになっております。

これにつきましては、副市長あるいは市長

とも会ってお話もしたいという団体のご

要望もあるというふうに聞いております。

しかしながら、これにつきましては、現状

におきましては吹田操車場跡地の売却益

があって非常に基金が積み上がって財政

状況も実質的にもよくなっていると思い

ますけれども、２０２５年問題等少し先の

ことまで考えますと、やはり今後は跡地を

どんどん活用していくという方向で団体

の皆さんと市長や副市長が出て協議をす

る時期ではまだないというふうに考えて

いるところでございます。 

○三好義治委員長 船寺課長。 

○船寺人権女性政策課長 平和の本につ

いてご説明させていただきます。 

 平成２７年度に平和の本という形で復

刻させていただいて、ホームページに掲載

をさせていただきました。ＰＤＦファイル

になっておりまして見にくいということ

で２８年度に冊子化してほしいというよ

うな要望がございましたので、庁内印刷で

冊子化させていただきました。ただ、現在

のようにモバイル端末等を使って読書を

される方がふえている状況を見ますと、現

在のホームページのＰＤＦの形式が読み

やすいとは思っておりませんので、できる

かどうかはわかりませんけれども研究し

てまいりたいと思いますので、よろしくお

願いします。 

○三好義治委員長 古賀課長。 

○古賀防災管財課長 ４点のご質問に対

してお答えいたします。 

 まず、１点目の集会所とデイハウスの問

題でございます。デイハウスました内に第

１集会所機能を集会所として機能移転す

るけれども実態はどうなのかというお問

いだったと思います。デイハウスました内

の集会スペースの活用方法につきまして

は、所管であります保健福祉課と地元が中

心となって協議を重ねてこられたと認識

しております。 

 また、使用方法につきましても、できる

限り地元の要望、意向を確認しながら進め

てこられたということを聞いております。

デイハウスました内に第１集会所機能は

移りますけども、新しく建設される施設内

の集会施設は市立集会所ではなくて、集会

室は市立集会所のように、地元の自治会が

運営委員会を設置して、管理運営を行って

いただくものではなくて、あくまでも施設

内の集会室として貸し出すものであると
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考えております。ですので、申し込みにつ

きましても、デイハウスましたの校区福祉

委員会を通じて申し込みすることになり

ます。これまで集会所でできていたことが

できなるといった使い勝手が変わったと

いうご指摘もございますけれども、一方で

第１集会所の集会所機能が新設されたデ

イハウスました内に移ったことによって、

ハード面から見ますと、スロープですとか、

多目的トイレの設置等もされております

し、バリアフリー対策ができておりますの

で、お年寄りとかが利用される場合は、使

い勝手のよい施設になっているかと考え

ます。 

 また、駐車場も施設内に併設されており

ますので、そういった面から見ますと、市

民の利便性は向上しているのかと考えま

す。もちろん、使用方法につきましては、

最終的にはデイハウスましたの運営要綱

ですとか、運営ルールに基づくものである

と考えております。 

 次、二つ目の公共施設総合管理計画策定

に当たりまして、議会ですとか市民合意を

どう図っていくのかについてお答えいた

します。 

 今年度、策定いたします公共施設等総合

管理計画については、基本的な公共施設の

あり方についての方針をまずはお示しす

ることになります。国の指針におきまして

も、まず計画期間をどうしていくのか。そ

れと、全庁的な取り組み体制をどうしてい

くのか。それと、公共施設の現状をまず課

題整理を踏まえて、基本的な考えをどうし

ていくのか。定めていく必要があるという

ことで、現時点においては、全庁的な議論

を重ねて計画の素案づくりを行っている

ところでありまして、それから、また委員

長ともご相談させていただきながら、議会

への周知、また市民へのパブリックコメン

トを実施していきたいと考えております。 

 それと、改めて来年度ファシリティマネ

ジメントの視点をもって、取り組んでいき

ますので、また個々の公共施設の運営をど

うしていくのか、検討していくとなります

ので、個々の具体的なお話になってきた際

には、もちろん住民の意見を聞いていく必

要もあろうかと考えております。 

 ３点目は、摂津高校のブロック塀の問題

でございますけれども、住民からのブロッ

ク塀が危ないといった声につきましては、

大阪府にお伝えさせていただき、回答をい

ただいたところです。改めての説明になり

ますけれども、公立高校ですので、特殊建

築物に該当しますので、建築基準法第１２

条の点検に基づいて、３年に一回点検を実

施されているとお聞きしております。点検

の際に壁にクラック等があれば、緊急修繕

も実施しているということを聞いており

ますし、ただ、老朽化しております府立高

校も多数あることから、特に校舎内の老朽

化が著しいところから順次改修を行って

いると聞いております。なかなか、我々も

大阪府教育委員会と接する機会はありま

せんけれども、本市の教育委員会とも連携

を図りながら、また大阪府の担当の方と、

お会いできる機会がございましたら、直接

要望していきたいと考えております。 

 ４点目の総合体育館の防災拠点の問題

についてでございます。 

 総合体育館基本構想の策定に当たりま

して、市民のアンケートですね。避難所と

なる安全な建物ですとか、防災避難用品な

どの備蓄倉庫をのぞむ声が一番多いとい

ったことについては認識いたしておりま

す。ただ、ご指摘のとおり、ハザードマッ

プにおける浸水想定２メートルから５メ
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ートルということで、例えば避難面積だけ

を考えますと、やはりメインアリーナを例

えば２階に持っていくですとか、また屋上

を活用するといったことも検討していく

必要があろうかと思います。ただ、そうし

ますと、財源の問題も出てこようかと思い

ますし、それと総合体育館として、どのよ

うな機能を導入していくのか。例えば、誰

もが使いやすいユニバーサルデザインと

して取り入れるのであれば、バリアフリー

に配慮した１階からフラットにメインア

リーナに入っていくアクセスが必要とい

うことになりますし、さまざまな観点から

総合的に検討が必要であると考えます。限

られた予算の中で、また限られたスペース

の中で、最大限の防災機能をふやすことを

検討する必要はありますけれども、総合体

育館の防災機能につきましては、現在審議

会において議論されているところであり

ますし、いましばらくその状況も注視しな

がら、今後担当の文化スポーツ課とも協議

してまいりたいと考えております。 

○三好義治委員長 大橋次長。 

○大橋市長公室次長 そうしましたら、野

口委員の２点のご質問にご答弁申し上げ

ます。 

 まず、時間外勤務のことでございますけ

れども、先日もご答弁させていただきまし

たように、人事課といたしましても、この

時間外の状況推移については注視をして

おります。やはり、なぜ時間外勤務をする

必要が生じたのか。ここのところが非常に

重要であると考えておりまして、その施策

の中身、そして、具体的な業務の内容、こ

れらもきっちり把握しながら、その推移等、

状況を確認するようにはしております。 

 具体的な時間数の問いもございました

けれども、基本的に月に６０時間を超えま

すと、職員の月１日ごとにどれぐらい時間

外が発生したのかという状況を表で提出

を求めております。これが月に１００時間

を超えますと、法的に必要に応じて産業医

の面談を受けるということにもなってお

ります。 

 お問いのあった年間でどれぐらい最高

でした職員がいるかということなんです

けれども、平成２６年度、平成２７年度と

も、一般事務職で５００時間を超えている

職員がおりまして、平成２７年度が５２４

時間ということになっております。業務の

内容等を申し上げると、課と個人が特定さ

れる可能性もありますので、それは申し上

げませんけれども、５２４時間ですから、

１２か月、そして月に２０日で割り戻しま

すと、１日当たり２時間ちょっということ

になると思っております。 

 それと、１００時間を超える職員なんで

すけれども、ちなみに１００時間超えの職

員は、平成２６年、平成２７年とも４人、

月に１００時間超えた職員がおります。 

 続いて、地域手当のことでございますけ

れども、地域手当につきましては、平成２

６年の人事院勧告におきまして、給与の構

造の見直しの中で、あわせて地域手当の見

直しがされました。結果的に、先ほど野口

委員がおっしゃったような状況になって

おりまして、大阪府下で本市と、もうあと

１市だったと思うんですけれども、隣接す

る全ての市が１０％以上で本市だけが

６％というような非常に矛盾を感じる状

況になっておりまして、全国的にもそうい

う市が幾つかございます。これも先日答弁

させていただいたように、そういう市では

給与条例を改定して、半ば強引に合わせに

かかっているという市も存在しておりま

す。 
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 この地域手当につきましては、地域にお

ける民間の賃金水準、物価等の経済状況で

すね。これを的確に公務員の給与のところ

に反映するということになっておりまし

て、賃金構造基本統計調査というところか

ら算定しているわけなんですけれども、単

位があくまでも基礎自治体、市町村単位に

なっておりますので、本市のように近隣と

大きな差異が出ているという状況になる

と。このあたりにつきましては、平成２６

年の地域手当の見直しの際にも、国でも若

干議論がございました。人事院勧告後に国

のほうでも一定有識者のほうで会議があ

ったと思うんですけれども、そこでは特段

問題、課題があるというふうには議論はさ

れておりましたけれども、どういうふうに

見直すであったりというところまでの結

論には至っていなかったというふうに考

えております。 

 たまたま国の総務省の公務員部公務員

課の管理職の方とお話をする機会が偶然

にもあったんですけども、この問題非常に

総務省としても、なかなか本市のような状

況のところを救うといいますか、是正する

というのは非常に難しいというふうにお

っしゃっておりました。要望もしておりま

すけども、なかなか要望だけでは難しいと

いうことは、先日も申し上げたんですけれ

ども、可能性があるとすれば、国の機関が

本市に移転をしてきたすれば、ひょっとす

ると、そこの関係で本市の地域手当の見直

しがされるという可能性はあるのではな

いかというふうには考えております。 

○三好義治委員長 豊田次長。 

○豊田総務部次長 それでは、私から市民

税の減免に関するご質問にご答弁申し上

げたいと思います。 

 市民税の減免をいたしますのは、まず徴

収猶予であるとか、分割であるとか、そう

いう納税に関する処置を講じましても、な

お支払いが困難な方、つまり担税能力の極

めて弱い方について行うものと考えてお

ります。一部の自治体では委員がご指摘の

ように、減免の基準を設けているところも

あるように私どもも存じておりますけど

も、私どもといたしましては、特定のもの

について一律の基準を設けて判断すると

いうことについては、制度上の疑問を感じ

ているところでございます。減免を適用す

るに当たりましては、納税者の生活実態で

ありますとか、家族構成、収入の状況、資

産の保有状況、預貯金等の状況、また今後

の就労状況の予定、このようなさまざまな

視点から判断する必要があるものと考え

ております。それらをもとに、まだなお到

底支払いが困難な方について、市民税の減

免について行えるものと考えております。 

 検討というお話でございますけども、今

申し上げたように、個々のケースについて

状況をお聞きして、減免の件については決

めていかないと考えておりますので、今現

在のところ一定の基準について定めると

いうことについては考えておりません。 

○三好義治委員長 野口委員。 

○野口博委員 多くは要望にさせていた

だきますが、まず財政問題であります。何

回もいろんな場面で申し上げてきており

ますので、やっぱり市民からお預かりした

財政ですので、市民にお返しをすると。そ

のことによって、いろんな施策も関連しな

がら、住やすい環境をつくっていくという

切り口で、ぜひ当局として頑張っていただ

きたいと申し上げておきます。 

 中期財政見通しの問題はなかなか理解

しがたい。お互いの立場がありますので、

ただ、市民生活がしんどくなっております。
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当然、市としていろんな政治的な配慮も含

めて、多額の費用を要する事業展開をした

いと。結果こうなりましたということが示

されていると。この相反することが、まず

示されて、それをそうならないようにしま

しょうかということで活用しようとして

おりますけども、なかなか理解ができませ

んので、そのことも申し上げておきたいと

思います。 

 公共用地売却の問題であります。公室長

は教育論からということで、廃校になった

当時の理由づけをされましたけども、当時

いろんな資料として、例えば財政的に見れ

ば、売った場合、１４億円のお金が浮きま

すよとか、１１億円が入りますとか、そう

いう資料もありましたけども、あの発言に

ついては、実際僕もそこにおったわけで、

売却が旬だということもはっきりおっし

ゃっていたわけで、言った、言ってないの

問題でありますけども、直後に財政状況は

好転するとわかっているのに、そういう答

弁を繰り返したので、僕は怒って言ったわ

けで、そういう点は、もし吹田操車場跡地

の売却がなかったら、いわゆる方針どおり

売却するんかということも、単純な形で当

然得ないわけですけども、それはしません

けども、やっぱりきちっと自分の発言に責

任を持っていただきたいということは申

し上げておきたいと思います。 

 関連して、市長、副市長がお会いすると

いう件でありますけども、最後はやっぱり

人と人との関係ですから、市長も６月議会

の最終日に本会議が終わって、代表の方に

電話されています。市長はいつも、年間５

００件の行事に出て挨拶をなさると。その

中でいろんなこと知って行政に反映して

いくんだということを言っています。では、

厳しいことを言う団体とは会わないのか

ということになるんですよ。あって、ご挨

拶されたら、それで済むわけですよ。そう

いうタイミングだということを僕は提案

しているわけで、２５日ですので、そこで

副市長にしても市長にしても、予定が詰ま

っているかもわかりませんけども、１分か

２分で済むわけですから、そういう対応を

すべきだということを僕は言っているわ

けで、改めてどちらか答弁いただければと

思います。 

 行革の問題で目標値の関係で、いわゆる

政策推進課として、重視しておくべき問題

の項目として、情報提供に対する到達状況

があります。情報提供の情報に満足と答え

た割合、３３．８％が現実に２３％に、逆

に１０ポイントに落ち込んでいると。これ

をどう考えるかです。これを主と認識をし

て、今後の取り組み方に生かしていただき

たい。これは当然パブリックコメントにも

関係があるんですよ。パブリックコメント

したとしても意見がゼロというのがある

わけで、そういう点も含めて、この結果を

どう見るかということで、いろいろ人の手

も要りますので大変かと思いますけども、

やっぱり、せっかくつくった計画について

意見をいただけるという環境整備をぜひ

やっていただきたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

 総計でききますと、山田川公園の問題で

すね。後の世代が判断するんだと答弁され

ました。要は今の問題なんですよ。そうい

う判断のもとにしょうとしているわけで、

その判断に対して意見を申し上げている

方々に説明をしてほしいわけです。あの周

辺の住宅の方々は大体反対ですよ。公園に

行ったら大きな道路が通ってますので、こ

れからどんどん車両も多くなってくるで

しょう。山田公園側は、そんなに車両がな
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いわけで、安全面も全然違うと思うんです

よ。そっちも含めて公園ができたから、全

体で子育て支援ということだとおっしゃ

ったけども、そうではないんです。だから、

そういう判断をちゃんと説明されて、そこ

で議論していただきたいと。それで、理解

を求めていくという手だてをやるべきだ

ということは申し上げておきます。 

 行革問題は市民サービスコーナーです

ね。代替措置を公共施設で対応していくん

だという話になります。これから具体的な

検討をしていくんだという話であります

けど、サービスコーナー５か所で見ますと、

年間トータルで２万４，１０２件あるわけ

ですね。単純に１割で計算したら、マイナ

ンバーカードを持って活用する方は２，４

００件と。単純計算ですよ、１万件以上が

マイナンバーカードを持たなかったら取

りにいけないわけです。そういう単純計算

で申しわけないけども、少なくとも代替措

置についても、この５か所の利用者につい

て、移行したいけども、代替措置はこうす

るけども、どないでっしゃろということで、

やっぱり事前に聞いた中で、少なくとも４

月には出発していただきたいと。大きな金

額を行政サービスに資するために活用す

るんだということは、行革担当としては、

そういう言葉しかないかもわかりません

けども、そういう計算によってしようとし

たら、前提条件が不十分なわけですから、

それでもするんかということを問われて

いるわけで、最低の問題としてそういう条

件整備はとりあえず踏んでいただいて、対

応していただきたいと。その上で、どこの

公共施設を使うのかということの結論を

出すやり方を進めていただきたいという

ことでお願いしておきます。 

 集会所とデイハウスましたの関係です

ね。校区福祉委員会が管理運営をするとい

うことで、少なくとも、そこでどういう管

理運営がなされて、要綱を決められて、集

会所は不特定多数で申し込んであれば使

えるわけですよ。そういうことができるの

かということについて、最大限応えられる

ような条件整備を担当で努力をしていた

だきたいと。先ほど、いろんな附属設備の

話をされて、利便性が向上するんだという

ことをおっしゃったけども、じゃあ何でい

ろんなご意見が出るんですか。そういう捉

え方じゃなくて、動きに対してものを言っ

てるわけですから、いろんな理由があるわ

けですよ。ちゃんと聞いていただいて、担

当として集会所機能という点で相談され

て、今考えている方向よりも少し進むよう

に努力をしていただきたいということで

お願いしておきます。 

 総合管理計画の問題でありますけども、

例えば、ある地域に公共施設がありますと。

これを撤去しますよという結論を出した

とした場合に、それに対する地元の声はど

うするんですか。そういう問題もあるんで

す。だから、最終まとめの段階でこうした

いけどもということをその内容に基づい

て、地元に相談をされて、結論を出してい

くということは、最低限度してもらいたい

と思うんです。その点はどうしょうか。気

になりますので、答弁よろしくお願いいた

します。 

 摂津高校の問題については、機会があれ

ば直接言っていきたいとおっしゃってい

るので、また僕らもちょっと校長先生にお

会いしますので、またお話もしていきます

ので、両方で取り組みを進めて、何とか安

心できる状態に持っていきたいと思いま

すので、そういう方向でよろしくお願いし

ておきます。 
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 総合体育館ですね。なかなかしんどいで

すね。いわゆる南海トラフ地震が３０年間

の間に６割から８割の確率で来ますと。そ

して、上町断層を含めて、震度６強できま

すと。今きてもおかしくないという、そう

いう時期に私たちは生活をしています。例

えば、今来て５メートル以上の浸水が発生

した場合に、みんな一生懸命防災拠点に来

ます。だから、今発生した場合を想定した

場合に逃げる場所のために用意していた

だいたら、皆さん喜びます。安心します。

そういう状態ではなく、ほんの少人数しか

避難できないと。それで３０億円のお金を

使ったということであれば、市民の方々は

納得しないと思うんですよ。少なくとも、

これだけ洪水対策とおっしゃっているの

に、お金もつぎ込んで防災拠点という切り

口もあるわけで、煮詰めていく担当が違う

としても、やっぱり庁内として調整して、

そういう検討も踏まえて入り組んでいた

だきたいという点では、そういう庁内全体

としての問題でありますので、副市長か総

務部長からご答弁いただきたいと思いま

す。 

 指定管理は結構です。 

 残業時間の問題ですね。一番最高が年間

５２４時間という話でありました。６０時

間と１００時間ということで、いろんな対

応が出てくるという話であります。そうい

う長時間労働をされている方と、その方の

健康問題とかメンタルの問題とか、そうい

う５２４時間について、１年間終わった結

果５２４時間ですよと。途中経過でどうい

う対処をするんですか。結果この時間です

よと。当然、６０時間、１００時間あるわ

けで、おっしゃっている面接したり、産業

医の面接云々とかあるかもわかりません

けども、普通だったら、そこに行くまでに

状況はわかっているわけですから、そうな

らないように面談もして、チェックもして

いただいて、それで健康も注意して頑張っ

てくれという話なるのかと思うんですけ

ども、その辺がわからないので、説明だけ

お願いしたいと思います。 

 それと、地域手当はおっしゃるとおりだ

と思います。しかし、摂津市が平成２６年

のときに、５級地から低い６級地に下がっ

ているわけです。意味もわからないんです

けども、そういう点では、いろいろまとめ

方、結果の出し方があるのかと思いますけ

ども、おっしゃっているように、状況はわ

かっているわけで、市長を含めて頑張って

やっていただきたいと。近隣自治体を含め

て、地方公務員として試験を受けると。内

定をとります。吹田市とか茨木市とか、高

槻市とか摂津市とか、両方とも内定がきた

とした場合に、条件を見たらこうだという

ことで、ただ、吹田市にすると、他市を選

定するという、その判断の中にこれも入っ

てくるだろうと思いますけども、近隣各市

で同じ条件ですので、ぜひ頑張っていただ

いて、結果が出るように、今の次長が頑張

っている間にできるようによろしくお願

いしておきます。 

 最後の市税問題です。いろいろ権力の行

使の一つでありますので、いろいろ縛りが

あって、なかなか簡単には言えないと思い

ますけども、やっぱり、ぜひこういう国民

生活の状況ですので、何回も言いますけど

も、何ができるか。市民の生活実態に応じ

て、そういうケースになった場合に受けて

いただける条件整備を一度勉強していた

だきたいということでお願いしておきま

す。 

○三好義治委員長 古賀課長。 

○古賀防災管財課長 そうしましたら、公



- 21 - 

 

共施設等総合管理計画の策定で市民にど

ういった合意をとっていくのかについて、

お答えさせていただきます。 

 まず、今年度は公共施設のあり方の基本

方針をお示しさせていただきまして、また

来年度以降にファシリティマネジメント

の視点を持って、個々の公共施設の老朽化

の状態ですとか、立地条件とか等々さまざ

まな検証を図りながら、個々の施設を統廃

合していくのか。また廃止をしていくのか。

もちろん検討していくことになりますけ

れども、そのような場合については、もち

ろん市民生活にも影響が出てこようかと

思いますので、地元市民に対しましては、

きっちりと丁寧に説明してまいりたいと

考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 大橋次長。 

○大橋市長公室次長 ３回目のご質問に

ご答弁申し上げます。 

 時間外の状況のお問いでございますけ

れども、基本的に時間外勤務というのは、

時間外勤務命令でございまして、管理職が

必要を認めて、その業務の時間外を命令す

るということでございます。 

 この５２４時間のところでいいますと、

月々で見ますと、６０時間超えが１回と、

年度末最後に１回、６０時間超えというこ

とが発生して、書類の提出がありました。

やっている業務の内容と、それとその課の

他課の職員とのバランス等については、担

当課長とも調整をしながら、時間外勤務を

できるだけ是正するようにというふうに

詰めているんですけれども、どうしてもや

はり年度年度で発生する業務というのが

前もってわかっている部分も当然対応は

あるんですけれども、わかっていない部分

も出てきますので、そういったところにつ

いては、次年度どうするかということも踏

まえながら、人件費算定の中で調整をして、

必要であれば、この間も人員削減定数を絞

っておりますけれども、ここ５年を見ても、

ふやしている課は幾つかございますので、

そういった対応で取り組んでいきたいと

いうふうに思っております。 

○三好義治委員長 総合体育館の防災機

能について、杉本総務部長。 

○杉本総務部長 総合体育館の防災機能

の件でございます。 

 総合体育館自体は市民生活部のほうで

やっておりますけども、まず体育館として

いかにあるべきかということがあって、三

島大会ができないという市民からのたく

さんのご要望もあって、そういうことを決

断していったということかと思います。で

すから、まず体育館としてどうあるべきか

ということが今検討されていると思いま

す。 

 防災機能、これについても、確かにあの

地域は地面が低いですから、防災機能を持

たしたいと。我々防災の担当するものとし

て思いもございます。ただし、これはやは

り３０億円とおっしゃいましたけども、防

災機能をつけていこうとして、我々もいろ

んな試算を見ております。他市の体育館の

話を聞きますと、そこまでやりますと、や

っぱり１．５倍から２倍ぐらいの金額が要

るのではないかなというふうにも想定し

ます。総務部は防災の担当でもあり、財政

の担当でありますから、財政の担当として

申しますと、やはり身の丈にあったものと

なる、もしも、その体育館を本当につくる

のであれば、先ほどのいろんな議論があり

ました、公共施設の再配置、売却の問題、

こういったもので資金を捻出して、そこへ

建てていくかということになるかもしれ
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ません。ですから、確かに防災機能は欲し

いです。それをどこまでやっていくかとい

うのは今後検討してまいりますけども、大

前提としてあるのは、やっぱり財政面であ

るとか、本市の規模であるとかから見た身

の丈にあった施設として、いかにあるかと

いうことを今後検討していくということ

かと考えます。 

 地震だけでなく水害に強いまちであっ

てほしいという願いは、委員も私も同じで

あろうかと思います。その中で、民間の力

も借りながら、また市の施設として、いか

にいいものをつくっていくかということ

を今後検討してまいりたいと考えており

ます。 

○三好義治委員長 財政運営、行革、旧三

宅跡地の懇談会を含めて、奥村副市長。 

○奥村副市長 それでは、まず、１点目に

先ほど野口委員から、旧味舌小学校跡地を

考える会の皆さんとの会合の出席のご提

案がありました。 

 原課のほうから、それぞれ市民の方の協

議内容とか、あるいは要望事項、これは逐

一私のほうにも報告がありますので、そう

いう意味では出席する必要性はないかも

わかりませんが、現実的には日程や予定が

非常に詰まっておりまして、時間がないの

が現状でございます。いずれにいたしまし

ても、公室長からまだそういう時期ではな

いというご答弁がありましたけれども、い

ずれ機会がありましたら、皆さん方と意見

交換をする。これについては、決して拒む

ものではございません。 

 それから、今、総務部長のほうから総合

体育館のお話がございました。これは、現

実的には財政を預かる総務部では、やはり

最小の経費でというのが、やはり至上命題

でございます。原課のほうは、いろんな施

設の中で機能を備えたより市民サービス

に徹するようないい施設をというのは、当

然原課から要望がございます。いずれにし

ても、そういうジレンマの中で、どういう

施設をつくっていくか。これは将来的に最

終決定をしていかなければならないとい

うふうに考えております。 

 それから、委員長のほうから、財政のほ

うの総括的な部分のお話もございました

ので、時間をいただいて、お話させていた

だきたいと思います。 

 平成２７年の決算を審査していただい

ております。財政運営については、いろん

な原則がございます。いろんな原則の中で

当てはめていきますと、まず一つ目は、収

支の均衡でございます。これはもちろん赤

字は出ておりませんし、累積赤字もありま

せんので、収支の均衡については、一応良

好であろうかというふうに思っています。 

 それから、将来負担のいわゆる長期的な

財政安定の問題がございます。これは、財

政課長のほうから答弁がありましたよう

に、平成２７年度にかなり金額が入ってお

ります。それを将来のために積み立ててお

くというようなことで答弁がございまし

た。これも非常にいい対応の仕方かなとい

うふうに思っています。どうしても景気の

悪いとき、あるいは税収の少ないとき、こ

れはやはり財政を絞って財布のひもがか

たくなるのは当然のことでございますが、

ややもすると、積立金がたくさんあるとか、

そういうような状況になりますと、財布の

ひもが緩むのではないかなというふうに

思っています。むしろ、そういう時期にこ

そ本当に締めるところはしっかり締めて

いかないと、一旦歳出規模が多くなります

と、後年にずっと響いてまいります。歳出

規模を縮小するのは並大抵なものではな
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くて、行革を５次にわたってやっておりま

すが、徐々に歳出が抑えられてきたという

ことになろうかと思います。そういう意味

では、一定たくさんの財源のあるときに歳

出規模をふやしますと、あとは大きく後悔

することになろうかというふうに思って

います。 

 それと、時間いただきまして、摂津市の

財政の中で一番問題なのは、やはり経常収

支比率ではないかなというふうに思って

います。経常収支比率、平成２７年度決算

では、９６．４％、それから、臨時財政対

策債を除くと１００．４％ということで、

まだ１００．４％という状況には変わりが

ございません。これは、全国の都市平均と

比べてみますと、全市町村の平均値は９１．

３％、それから、人口規模とか、あるいは

産業構造で導き出されます市町村類型、こ

れは本市はⅡ－１となるんですが、この類

似団体の平均値が９０．９％になります。

これを見比べますと約１０％は類似団体、

あるいは全市町村の平均よりも高いとい

うことになります。これを金額ベースに合

わせますと、一般財源ベースでいきますと、

約２０億円になります。分子のほうの支出

のほうを２０億円減らすか、あるいは分母

である歳入のほうを２０億円ふやすか、あ

るいは、その両方で分子１０億円減らし、

分母を１０億円減らすか。これは並大抵な

ことではございません。そういう意味では、

限られた財源の中で市民サービスをして

いく。これはやはりいろんな状況も踏まえ

まして、改善改革をしていかなければなら

ないということは確かなことだというふ

うに思っております。 

 それから、これは全市もそうだと思うん

ですが、本市の抱える問題は三つあるので

はないかなというふうに思っております。

その一つは少子高齢化でございます。それ

から、公共施設の更新・延命、これが二つ

目として挙げられるのではないかなと。こ

れはかなり金額がかさんでまいります。そ

ういう金額のかさむ中で、財政運営を長期

的にどう見るかということが、大きな視点

であろうかというふうに思っています。 

 それから、三つ目なんですが、これは財

政的な問題ではなしに、やはり都市間競争

というのがあるのではないかなというふ

うに思っています。限られた財源の中で、

いかに他市と差別化していく。あるいは、

摂津市が光る摂津市であるためには、やは

り都市間競争に勝っていかなければなら

ない。お金がない部分は、やはり知恵を出

しながら、まちづくりをどういうふうにし

ていくかということがやはり必要ではな

いかなというふうに思っています。 

 ほかを紹介しますと、「足による投票」

という言葉が経済界であります。例えば企

業を誘致するときに、誘致策によって、そ

れでは摂津市のほうに事務所を出そう、あ

るいは工場を出そう決定をされるという

ことがあろうかと思います。 

 それから、子育て支援については、先ほ

ど議論になっていましたように、保育所が

充実している。そうしたら摂津市へ転入し

ていこうと。あるいは老人の方でしたら、

摂津市のほうで老人福祉が充実している。

そうしたら摂津市に転入していくと。やは

りそういう中で、皆さん方が市を選ぶよう

なことになるのではないかなと。そのため

には、摂津市がどれだけのアイデアを出し

て、どれだけ魅力あるまちづくりをしてい

くか。これはやはり大事な視点であろうか

というふうに思っています。 

 雑駁な話になりましたが、財政運営、あ

るいは市政運営については、そういう気持
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ちでやっていかなければ、摂津市は衰退し

ていくのではないかなという危惧は持っ

ております。 

○三好義治委員長 野口委員。 

○野口博委員 そしたら、一言申し上げて

終わりたいと思います。 

 思いは一緒でありますけども、総合体育

館問題で言いましたけども、パブリックコ

メントに対する市民の受けとめ方が、なか

なか意見を出すというところまでいかな

くて、件数が少ないということは大変だけ

ども、市制施行５０周年を迎えて、将来に

向けて市民と一緒に行政がつくった計画

について理解をいただきながら、意見もい

ただきながら進めていくんだというため

には、やっぱり計画をつくる過程でのどう

いうことをやったらいいのかということ

をぜひ考えていただきたいと思います。 

 それで、今いろいろご答弁がありました

けれども、今住んでいる市民の方、これか

ら子どもを産んだり、そして、これから摂

津市を含めてどこに住もうかと考えてい

る方々にどういう形で摂津市に来てもら

うか。来ていただいたら、住んでよかった

と言えるまちとして居住していただくと

いう、こういう基本的なところを抑えた取

り組みをぜひ進めていただきたいと。そう

いう点では、財政の問題はいろんな説明も

ありましたけども、「公」ですから、倒産

はありません。しんどいときも、余裕があ

るときも当然ありますけども、どこを立ち

位置に物事を進めていくかということを

ぜひ考えていただいて、頑張っていただき

たいということを申し上げて、終わります。 

○三好義治委員長 野口委員の質問が終

わりました。 

 暫時休憩します。 

（午前１１時４４分 休憩） 

（午後 ０時４５分 再開） 

○三好義治委員長 再開します。 

 福住委員。 

○福住礼子委員 それではよろしくお願

いいたします。 

 もう３名の委員の方が大変詳しく質問

され、議論がされておりましたので、私の

ほうからは、その中でも触れられなかった

視点を少し選んで質問をさせていただき

たいと思っておりますので、よろしくお願

いいたします。 

 決算概要に沿って、質問させていただき

ます。 

 ４１ページにあります階層別能力開発

事業についてです。 

 平成２６年度では、創造的人材育成事業

として、各種役職別研修が実施されており

ました。研修の内容は事務報告にあります

が、平成２６年度と平成２７年度でどうい

った違いがあったのか、また、平成２７年

度においての特色といった、特に力を入れ

られた研修等ありましたら教えていただ

きたいことと、あと、事務報告書の中に、

メンタルヘルス研修といったことが書か

れておりましたので、この内容についてと、

受講後、受講者の意識にどういった変化が

あったのかについてお聞きしたいと思い

ます。 

 近年は、働く環境等の変化によりまして、

就業生活においてもストレスを感じてい

る労働者がふえているといったことから、

こういったメンタルヘルスに対する必要

性というのは大変重要にもなって、高まっ

てきているところでございますので、少し

お聞きしたいと思っております。 

 決算概要の４２ページに、庁内印刷事業

というのがありました。各種資料の庁内印

刷というふうに備考にはありましたけれ
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ども、職員用の文書、資料などのペーパー

レスについてのお考えをお聞きしたいと

思っております。 

 次に、決算概要４４ページにあります庁

内物品配布事業、これは新規とありました

ので、この内容についてお聞きしたいと思

います。 

 決算概要４８ページ、車両管理事業とい

うのがございます。この中の自動車借上料

及び通行料が、平成２６年度に比べまして

２２３万円ほど高くなっておりました。備

考の内容が同じであったことから、内訳を

お聞きしたいと思います。 

 決算概要の５２ページに男女共同参画

計画推進事業があります。市内２，０００

人を対象に、３０項目程度の質問による市

民意識調査というのが実施されておりま

す。第３期ウィズプランの中間見直しの基

礎データとされるというふうに聞いてお

りましたけれども、その調査の結果につい

てお聞きしたいと思います。 

 事務報告書の３８ページにあります男

女共同参画推進団体、これが２１団体とな

っておりました。前年に比べますと、団体

数が５団体ほど減っていたかと思います。

この推進団体になる基準、また登録方法、

そして活動の内容についてお聞きしたい

と思います。 

 次に、決算概要１２２ページにあります

けれども、事務報告書の中に、消防本部の

職員数、男性９０名、女性１名となってお

りました。現在は女性の数、２名もふえて

３名となっておりますけれども、この１名

の方の女性のスキルといいますか、経験と

いいますか、そういったことをお聞きした

いと思います。 

 決算概要の１２８ページの防災資機材

及び備蓄用品整備事業についてでありま

すけれども、主要事業にもありましたが、

防災会議女性専門委員会の意見を反映し

て、避難所用備品を整備されるとありまし

た。その内容について、内訳を教えていた

だきたいことと、今後、女性専門委員会の

今後の考え方についてお聞きしたいと思

います。 

○三好義治委員長 大橋次長。 

○大橋市長公室次長 そうしましたら、福

住委員の１回目のご質問にご答弁申し上

げます。 

 まず、階層別能力開発事業でございます。 

旧の名称が創造的人材育成事業というこ

とになっておりまして、名称につきまして

は、事業別予算ということを踏まえて、事

業名称からその内容ができるだけわかり

やすいようにということで、階層別という

ことでさせていただいたもので、趣旨、目

的等についてはこれまでと変わらず、経験

年数、役職等に応じて求められる能力の育

成を目的に、研修等を実施させていただい

ているものでございます。 

 近年力を入れておりますところについ

ては、業務執行の適正化のプランというも

のを策定したときに、職員アンケートの中

で、管理職の能力の中で、判断力、決断力、

これが相当求められている、また少し不足

している部分があるような回答がござい

ましたので、そういった組織の長としての

役割が十分に果たせるようにということ

で、そういった研修、マネジメントの部分

も含めた研修に特に力を入れております。

また、同時に、部下育成の観点、これは後

ほどのメンタルヘルスのところにも少し

かかわりがございますが、やはり係長、課

長代理、課長として、組織をどういうふう

にうまく導いていくか、そこのところがや

っぱり重要でありますし、少し十分でない
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部分があるというふうに認識しておりま

すので、そういった研修に特に力を入れさ

せていただいているところでございます。 

 次に、労働安全衛生事業のメンタルヘル

ス研修でございますけれども、事務報告書

に掲載させていただいています。これまで

も労働安全衛生事業の一つとしてやって

いたもので、事務報告書には掲載させてい

ただいていなかったのですけれども、近年

の重要性等の部分を踏まえまして、平成２

７年度から掲載をさせていただいており

ます。 

 ラインケア研修として、係長以上のいわ

ゆる管理職が、組織のマネジメントの部分

で、きっちりそういうメンタルの部分、こ

ういったところに注意してマネジメント

していくというところを重点的に置いて

いるものがラインケアということになり

まして、セルフケアは、一般の職員が自分

自身でケアする、精神面の部分をケアする、

気付く、そういったところを主に研修をし

ているものでございます。 

 この成果、効果というのは、なかなか測

定は難しい部分があるんですけれども、近

年、このメンタル的な部分、このところで、

年齢層が以前に比べますと若年層に見ら

れる部分が多くなってきておりますので、

そういった意味では、早くからこういった

研修をして、やはり自分自身で意識する、

ケアする。そして、管理監督者については、

よりこのところを重要視して、組織のマネ

ジメントをするということの上では、非常

に重要な研修であるというふうには認識

しております。 

○三好義治委員長 庁内印刷事業につい

て、松方課長。 

○松方総務課長 それでは、庁内印刷にか

かわります総務課へのご質問に対してお

答えいたします。 

 ペーパーレス化ということでございま

すけれども、今年度、政策推進会議の中に

おきまして、ペーパーレス化を進めるとい

うことで総務課のほうから会議のほうに

ご提案させていただいておりますのは、議

案書のペーパーレス化のことで提案させ

ていただいております。 

 内容としましては、今まで、毎回の議会

ごとに、議案書を各担当の所属長のところ

まで配付しておったんですけれども、それ

をＰＤＦ化しまして、総務課の庁内ＬＡＮ

のフォルダの中に格納しまして、随時見て

いただくというようなことを政策推進会

議の中でご提案させていただきました。 

 ただ、そうはいいましても、全てがペー

パーレス化に対応でき得るものでもあり

ませんので、今お手元にございますような

決算書でありますとか、決算概要でありま

すとか、こういったものにつきましては、

経年比較をすることもありますし、委員会

の中でも使用されることがありますので、

そういうＰＤＦ化にそぐわない、毎回ごと

の条例議案でありますとか、補正予算の分

でありますとか、そういったものをペーパ

ーレス化できないかということで検討し

てまいりました。 

 ことしの前半をその取り組みの試行期

間として、試行しまして、現在、実際に庁

内ＬＡＮの総務課のフォルダの中に、第２

回から、それぞれの議案書をＰＤＦ化して

格納しております。試行的に格納しており

まして、不具合がないかというような検討

もしまして、今の段階では特に不具合等も

ございませんので、このまま進めていける

と想定しておりまして、実際には、来年の

第１回の定例会から取り組みを実際に進

めていきたいと考えております。 
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 ペーパーレス化を行うことによって、費

用面でどれぐらいの効果があるのかとい

うことの実証としまして、昨年の第１回の

定例会の分で試算をしてみたんですけれ

ども、昨年の第１回、５０件の議案が出ま

して、原稿枚数として約４５０枚出ており

ます。各議案１５０部、一部は２００部も

ございますけれども、総印刷枚数として８，

０００枚印刷しております。これにかかる

経費としまして、用紙でありますとか、イ

ンク、原稿のマスターでありますとか、そ

ういったもので、１回のこの印刷に６万円

ぐらいかかっております。それに、一時期

に集中する作業でございますので、残業等

もかかりますので、その人件費が大体９万

円かかります。総額１５万円ぐらいがそこ

で消費されるということになります。これ

で、ＰＤＦ化の削減をすることによって、

ＰＤＦの中で各所属長が閲覧して、必要に

応じて、所属、所管の議案を抽出し、印刷

するということになりますと、３分の１は

削減できますので、削減効果として１０万

円ぐらいが削減できると、毎回５万円ぐら

いの費用でできるというような試算を踏

んでおりますので、これが年間４回の議会

ございますので、その中でどれぐらいの試

算になるかというのは、毎回の議案の数に

かかわりますけれども、こういった形でペ

ーパーレス化を進めていくというような

状態でございます。 

○三好義治委員長 古賀課長。 

○古賀防災管財課長 防災管財課にかか

わります２点の質問にお答えいたします。 

 まず、決算概要の４８ページの車両管理

事業、自動車借上料が前年度より約２００

万円増加している内訳、原因でございます

けれども、平成２６年度と比較いたしまし

て、支出が増加している原因でございます

けれども、平成２７年度、本市が契約して

おります千里山バスのマイクロバスの利

用料金の改定がございました。これは、高

速ツアーバスの事故を受けまして、国土交

通省が貸し切りバスの運賃、料金制度改定

に伴うものでございます。ちなみに、マイ

クロバスの借上料だけで、前年度と比較い

たしまして２１９万５，９９０円の増額と

なっております。 

 続きまして、防災会議女性専門委員会か

ら出されました意見に基づいた備品の購

入ですけれども、女性専門委員会から、避

難所に更衣室がないですとか、授乳やおむ

つをかえるところがないといったような

意見が出ていたかと思います。 

 それで、平成２７年度は、消耗品といた

しまして、簡易トイレ１２箱、また生理用

品約１，５００枚を購入いたしました。ま

た、防災器具費といたしまして、１２校区、

地区、避難所で使用するプライベートルー

ム用のテントを２４張り、簡易トイレテン

トの２４張りを購入いたしました。 

 なお、プライベートルームの構造といた

しましては、着替えや授乳等に応えるため

に二重構造になっておりますし、また段差

がなく、車椅子の方も出入りが可能となっ

ているような仕様になっております。 

 それと、また生理用品につきましても、

デリケートな部分もございますので、配布

の際にクラフト袋を使うとか、廃棄用の不

透明袋をパッケージにしたものとした、配

慮した仕様になっております。 

 それと、防災会議、女性専門委員会の今

後についてでございますけれども、平成２

６年度に立ち上げました女性専門委員会

から、１８項目の提言を受けて、これまで

行き届いていませんでした女性の視点に

おける防災対策といったことを地域防災
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計画に反映できたと認識しております。し

かし、今後もそのような視点を持って取り

組んでいく必要性はあろうかと考えてお

りますので、今後、女性専門委員会をまた

立ち上げていくかどうかについては、まず

その上部組織であります防災会議がござ

いますので、そこにも現在３名の女性委員

が入っていただいておりますし、この３名

については女性の専門委員会のメンバー

でもございましたので、まずは関係団体か

らの推薦にはなりますけれども、防災会議

の委員の女性の割合を何とかふやせない

かの、努力をまずは行ってまいりたいと考

えておりますし、また地域防災会議の見直

しの際に、女性の専門委員会の立ち上げに

ついても検討していきたいと考えており

ます。 

○三好義治委員長 牛渡会計管理者。 

○牛渡会計管理者 それでは、庁内物品配

布事業に係りますご質問にご答弁申し上

げます。 

 庁内物品配布事業に係る消耗品費、印刷

製本費につきましては、全庁的に、事務執

行上必要な筆記具や封筒等の調達に要す

る経費でございます。 

 これまで、会計室においては、物品の管

理及び配布を担当しておりましたが、物品

の調達と配布を一体的に行うことで、事務

の効率化と経費の節減を図るため、平成２

７年度から新たに会計室所管分として予

算を区分されましたことから、新規事業と

の記載になっております。 

○三好義治委員長 船寺課長。 

○船寺人権女性政策課長 人権女性政策

課にかかわります２点の質問についてお

答え申し上げます。 

 決算概要の５２ページの男女共同参画

計画推進事業の市民意識調査について、ま

ずお答えいたします。 

 本件につきましては、本市の男女共同参

画基本計画ウィズプランの中間年の見直

しの基礎資料とするために、平成２７年度

に市民意識調査を実施いたしたものでご

ざいます。 

 市内にお住まいの２，０００名を無作為

に抽出し、郵送にてアンケート用紙を送付

させていただき、８９０通、４４．５％の

回収となりました。 

 このような調査につきましては、市民の

意識を正確に把握することが第一の目的

であります。さらに、市民意識の変化、つ

まり意識の移り変わりを把握することが

大切だと考えて実施しました。 

 今回の調査の傾向といたしましては、平

等意識については、残念ながら前回に比べ

てやや減少しておりました。また、男女の

役割分担という質問につきましては、賛成、

反対がほぼ同数でございました。その中で、

女性の社会進出が求められている中で、最

近の若い世代においては、雇用情勢を反映

してか、専業主婦を望まれる女性の数も多

くなっておりました。また、女性の働き方

に関しては、子育ての時期だけ一時仕事を

やめ、その後は、子育てが終わった後では

パートの仕事を続けるという、非正規雇用

の勤務の状況も明らかになっております。

また、子育てでありますとか、介護の役割

分担につきましては、男女ともに育児休業

等を取得したいと思っている割合が約７

割ですが、「現実にはとりづらいと思う」

というようなご意見等も多くなっており

ます。 

 今後、摂津市が男女共同参画を推進する

ために、今回の調査を、啓発事業の内容や

方法、効果的な手法の検討に役立つように

利用してまいりたいと考えております。 
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 また、最初に申し上げました男女共同参

画ウィズプランにおいても、この結果を踏

まえて、ワークライフバランスであります

とか、働き方でありますとかいうところに

反映させていきたいと考えております。そ

の他の調査結果につきましても、中間年の

見直しの中で反映させていきたいと考え

ております。 

 ２点目の男女共同参画推進団体につい

てお答え申し上げます。 

 推進団体につきましては、男女共同参画

の実現を目指して活動する市民、公益団体

であります。性別にかかわりなく、誰もが

個性と能力を発揮して、社会のあらゆる人

が参画可能な社会づくりを進めるという

考え方でありますれば、毎年、年度ごとに

登録申請をしていただきまして、審査を行

いまして、男女共同参画センターとパート

ナーシップをとりながら、さまざまな活動

や情報発信を行っております。 

 質問の中にありましたように、２７年度

は２１団体が登録されました。減少傾向で

はないかということでございましたが、平

成２８年度につきましては、１団体が残念

ながら登録されませんでしたが、３団体、

新たな登録がありました結果、現在２３団

体が活動されております。 

 活動の内容に、具体的なことを何点かあ

げさせていただきますと、子育てができる

地域づくりを目指して活動されている団

体や男性の料理教室をされている団体、住

みなれたまちで、自分らしく暮らしていた

だく、暮らせるようにということで、介護

等の支え合いを目指した団体、また女性が

集まる集いの場をつくるような目的の団

体等がございます。それぞれの団体活動を

通じて、男女共同参画の実現を目指して活

動されております。 

 また、毎年３月には、ウィズせっつフェ

スタでは、それぞれの団体が、発表、展示、

模擬店などを出しておられ、各種団体が趣

向を凝らした企画も実施されております。

活動の成果を発表する場であると同時に、

そのことを通じて、センターとともに広く

市民への男女共同参画の趣旨を発信して

いただいております。 

 また、ウィズせっつフェスタ以外でも、

推進団体が主催となって講演会や活動を

実施されておりまして、団体とセンターが

共同しての講座や企画等についても実施

しております。 

○三好義治委員長 大坪参事。 

○大坪警防第１課参事 それでは、福住委

員のお問いにありました女性消防職員の

１名につきましてご答弁申し上げます。 

 委員がご指摘のとおり、事務報告書３２

ページ、消防職員１名でございますが、平

成２８年４月１日現在で、消防職員、女性

消防職員ですけれども、３名在職しており

ます。３名とも、火災、救急等の災害現場

活動に出動する２４時間勤務に従事して

おります。 

 また、ご質問にございました１名の女性

消防職員につきましては、現在、在職期間

が６年目であり、消防士長に昇任し、救急

救命士として救急活動に従事しておりま

す。女性としての就業制限はございますが、

救急現場等において、特に女性の傷病者に

対応するなど、男性消防職員では対応が困

難な事例の場合におきまして、傷病者の観

察や処置等、大いに活躍しておるのが現状

でございます。 

○三好義治委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 それでは、最初に、階層

別能力開発事業について、いろいろとお答

えいただきありがとうございます。 
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 近年、メンタルヘルスについては、本当

に細やかなところが必要になってまいり

ました。特に、今、若年層に見受けられる

といった傾向もあるということで、報道で

話題になっています、女性の新入社員の方

が亡くなられたといったこともあります。

なかなか発見することも難しく、自分で気

付くときには、もう遅かったりというよう

なこともあったりしますが、やっぱり日ご

ろの心掛けとしまして、声を掛け合うとか、

ちょっとしたコミュニケーションという

ことが非常に大事なのかなと思います。内

面のところです。やっぱり人は出したくな

い、弱みを見せたくないと、これは努力と

か、いろんな中での力にもなっております

けれども、やはり健康保持とかっていった

ところの面で、やっぱり気づいていけるよ

うな職場環境、これからもどうかよろしく

お願いしたいと思っております。 

 それと、いろいろな研修をされておりま

す。その中でも、判断力、決断力に力を入

れているということと、部下育成の導きな

んかもございました。 

 その中で、課長、係長級の対象となる研

修が複数ございます。１人で幾つか受けら

れたケースもあるかと思いますので、大体

その辺の平均的な時間、受講の時間数と、

それから、接遇研修という項目は新人のと

きに入れておられたかなと思うんですけ

れども、接遇研修は新入時以外でも行われ

ているのかどうかというところをお答え

いただきたいと思います。 

 次に、庁内印刷に関するペーパーレスに

ついての実質３分の１ぐらいは削減につ

ながるんじゃないかといったお話があり

ました。担当課ごとで、さまざまな印刷物

があるかと思います。全体的なことで答え

られるかどうかわかりませんけれども、本

当に庁内だけの、職員だけが使うような資

料とか、印刷物なども、一つ、一つ区分け

をしながら、ペーパーレスを探ることがで

きないのかどうかといったこと、もう一度

お答えいただきたいと思います。 

 あと、庁内の物品配布につきましては、

調達と配布を一括にされたということで、

ここにおいての何か効果、あったものがあ

れば教えていただきたいと思います。 

 車両管理事業についてはわかりました。

大きなバスの事故があった中でのバス料

金の改定が行われているということで、そ

れについてはわかりました。しかし、随分

上がるものだなと、ちょっと驚いておりま

す。 

 あと、男女共同参画についての意識調査、

わかりました。 

 やはり、子育て後にパートタイムがいい

なと考えておられる方が多いのかと。あと、

社会進出についてしたいというのが潜在

的にあるのかもしれないけれども、実態を

見ると、難しいのかなという現状を聞かせ

ていただきました。 

 あと、介護休暇、育児休暇、７割ぐらい

がとりたいと思いながらもやっぱりとり

づらい、これは私も一般質問でさせていた

だきました。 

 ただ、やっぱり、意識の変化というのは

これからやっぱり大事かなと思います。特

に、働き手の今後の人数を考えていきます

と、やっぱり女性の活躍できる職場づくり

というのは、やっぱり大きな課題かなと思

っております。女性のことを考えるイコー

ルこれは男性のことも考えるということ

に必ずついていくことでもありますし、女

性が働きやすい職場、子育てがしやすい職

場は、必ずまた次につながる結果というの

があります。改善や、また効果といったこ
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とは大きいものだと、これもすぐに結果は

出ませんけれども、あると思っております

ので、今後とも、この意識調査に伴った今

後の見直し、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

 あと、団体さんの数について、また登録

方法についてもわかりました。今後も、こ

の団体数をふやしていくことについて取

り組んでいかれるかと思いますので、どう

か発展的に進められるよう、よろしくお願

いいたします。 

 それと、次に、消防員の女性の活躍につ

いて、わかりました。女性が活躍している、

どちらかと言うと、男性９０名で女性１人、

今は３名になっておりますけれども、そん

な中で女性が活躍していると、一つキーワ

ードになることかなと思います。今後も、

働きやすい職場とされまして、採用応募に

大きな貢献ができればと期待しておりま

すし、今後もこの１名に限らず、女性が本

当に男性と一緒になって訓練をし、緊張の

中での勤務だと思いますけれども、男女と

もの人材育成、よろしくお願いしたいと思

います。 

 それから、女性の今後の防災会議につい

てのお考え、わかりました。現在、防災会

議に女性も含まれているということであ

りますので、それは結構かとは思います。 

 備品についても、女性の意見を反映した

備品の調達ということも取り組まれてお

りますので、今後も、いろいろな、さまざ

まな事例を考えながら取り入れていただ

けたらと思いますが、昨年から防災マップ

の作成ということで、二つの自治会が行わ

れておりました。作成にかかわった女性の

方がいらっしゃったと思います。そして、

また、ことしも複数の自治会が集まって、

防災マップをつくっておられますので、昨

年とことしと、その中の女性の人数を教え

ていただきたいと思います。 

○三好義治委員長 大橋次長。 

○大橋市長公室次長 福住委員の２回目

の質問にご答弁申し上げます。 

 まず、研修の受講時間でございますけれ

ども、研修は大体半日、もしくは１日、長

いものは２日にわたる研修もあるんです

けれども、大体そのような単位になってお

りまして、係長以上の役職者でありますと、

昇格のときに必ず受ける研修もございま

す。そういったことで言いますと、大体、

少ない者で年度に半日、多い者であれば３

日程度の研修を受講しているということ

になると思います。 

 それと、接遇研修でございますけれども、

基本的な接遇研修には新規採用職員だけ、

そのときだけになっておりまして、あとは

非常勤職員に対して、３年に１度接遇研修

を実施している状況でございます。 

○三好義治委員長 松方課長。 

○松方総務課長 それでは、福住委員の２

回目のご質問にご答弁申し上げます。 

 各種、担当課ごとの各資料のペーパーレ

ス化ということでございますけれども、ペ

ーパーレスという、なくすというところま

ではなかなかいかないのが現状でござい

ます。そういいますのは、市民向けのお知

らせでありますとか、そういったものがご

ざいますので、なくすというのは難しいん

ですけれども、ただ、庁内印刷をしており

ます関係上、原稿を見させていただいて、

両面１枚に済むものであったり、もしくは

ピッチを縮めることによって１枚で簡潔

にできるようなものにつきましては、総務

課のほうから担当課のほうに指示をしま

して、原稿をわかりやすいつくり直してい

ただいて、多少でも紙を減らすというよう
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な取り組みのほうは、従前のほうから行っ

ているところでございます。 

○三好義治委員長 牛渡会計管理者。 

○牛渡会計管理者 それでは、庁内物品配

布事業に関する２回目のご質問にご答弁

申し上げます。 

 庁内物品配布につきましては、現在３２

品目ほどございますけれども、使用頻度の

高い物、低い物がございますので、在庫状

況を確認しながら、限られた予算を効率的

に活用させていただいております。特に、

文書発送用の封筒につきましては、年間の

使用料を勘案しながら、１回当たり３万枚

程度の発注をすることによりまして、１枚

当たりの単価を抑制できるといった効果

がございます。 

○三好義治委員長 古賀課長。 

○古賀防災管財課長 そうしましたら、２

回目のご質問にお答えいたします。 

 昨年度取り組まれました香和自治会に

つきましては、中心となってこられたのが

１５名おられまして、そのうち、女性につ

いては４名というふうに認識しておりま

す。 

 鳥飼地区につきましては、数字を現在把

握できておりませんので、改めてお調べし

てお答えさせていただけたらと思ってお

ります。 

 それと、今年度取り組んでおります別府

小校区、９自治会ございますけれども、メ

ンバーを固定されている自治会もおられ

ますし、毎回メンバーがかわられている自

治会さんもございますけれども、大体、私

が見ている限りでは、女性の参加というの

が約１割から２割ぐらいかなと思います。 

 それと、もう一方の味舌校区につきまし

ては３自治会が取り組んでおられますけ

れども、現在、会議に参加されておられま

すのが男性の役員の方のみとなっており

ます。 

○三好義治委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 階層別能力開発事業に

ついての時間数、わかりました。 

 接遇研修というのは、いわゆる接客とか、

お客様というか、市民に対する応対なんて

いうことだと思います。仕事がどんどんふ

えて、忙しくなってきますと、ついそうい

ったことは忘れがちかと私は思っており

ます。定期的に、朝のミーティングであっ

たり、課ごとでの挨拶のし合いなども、笑

顔をつくる練習とか、ぜひ課長以上の男性

の方にはそういったことも取り組んでい

ただいて、接遇の意識というのも築いてい

ただけたらなというふうに私自身は思っ

ております。 

 前回の質問の折にも、納税課において、

研修の効果があったのか、高額納税の徴収

が効果をできたというふうな報告があっ

たように思います。職員の皆様のモチベー

ションが上がる、そして実践に効果のある

研修、もうこれからも継続していただきた

いと思っておりますし、また管理職に当た

る方には、ぜひまた部下の育成にも力を入

れていただきたいと思いますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 次に、庁内印刷事業につきましての書類

のペーパーレス化、もちろん全くなくすと

いうことは非常に難しいことであります

けれども、簡単なものをＰＤＦでやるとか、

そういった管理の仕方を変えていくのは

どうかなというふうに考えております。私

も整理は変苦手で、どんどん書類が積み上

がっていくタイプなんですけれども、書類

の整理と保管、これは、やっぱり時間と場

所というのが必要になってきますし、なか

なか習慣を変えることは難しいというこ
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とは承知しておりますけれども、極端に言

いますと、机の上にあるものは電話とパソ

コンだけというような状態になったとき

に、どれだけ仕事の効率が上がるのかとい

うことを考えられたことがありますでし

ょうか。そういったことを想像した場合に、

ぜひこういった物品のうち、机の上で整理

できるものをなるべく減らしていきなが

ら、仕事の効率を上げるといった考え方に

もつなげていただきたいと思っておりま

す。 

 以前、提案もさせていただいておりまし

たけれども、ウェブ上での処理管理が簡単

にできるＥｖｅｒｎｏｔｅの活用につい

ても、今後も、調査、検討をしていただく

ことを要望したいと思っております。 

 次に、庁内の備品等についての効果とい

うことでお聞きいたしました。 

 配布という考え方と、もう一つは徴収と

いう考え方をされたことはありますでし

ょうか。皆さん、筆箱のケースの中にもペ

ンがたくさん入っているかと思います。机

に戻りますと、私の引き出しにはまだペン

がたくさん入っております。私が以前勤め

ていた会社では、そういったものを最小限、

個人の物以外は全て回収を一旦したこと

がありまして、それがどれだけの物が出て

くるかというのに大変驚いたことがあり

ます。それを備品の在庫としてまた使って

いく、例えば、ボールペン１本欲しいと言

われたときには、回収したものを渡す。そ

ういうことで、今使っていない物を一旦全

部回収して、必要最小限、自分の持ち物は

これだけですって、もし決めた場合に、そ

ういった備品がどれだけ出てくるかとい

うことを経験したことがあります。そうい

うことで、一つは、作業の見方を変えると

いう意識につながっていく、計画を立てて

実行してまいりました。 

 また、はさみなんかでも、１人ずつ持っ

てたんです。でも、毎日はさみって要るで

しょうか。そういったところから、はさみ

は１０人に１本あったらいいとか、そうい

った考え方に変えた場合に、要らない物が

いっぱい出てきて、それをまたほかに使う。

要るところに渡してあげる。また、要ると

ころにあげる。要らないものは、とにかく

もう使わないんだったら処分する。そして、

場所、スペースをつくっていく。小さなこ

とかもしれませんけれど、これは大変有効

な場合があるんです。 

 朝、出勤してきて、もう自分の机の上に

パソコンとノートしかなかったときの気

持ちのよさ、そして仕事をやろうという気

力。要るものだけを書棚や引き出しから出

してきて、それ以外のものはパソコンの中

に保管する。また、要らなかったら、もう

とにかく処分する、リサイクルに回すとい

うようなことをやりました。 

 もう一点は、この備品の、いわゆる、今

言いましたように定置管理。セロテープな

んかも１台あったらいいのに、何台出てく

るかというのに驚いたことがあります。そ

ういうことを棚に一旦とにかく最後は返

す。要る人が一番最初に出して、帰るとき

には、もう最後、必ず最後に人が戻すとい

うことをしましたら、それもたくさん出て

まいりました。そんなことと思うかもしれ

ませんけれど、大変効果があることでもあ

ります。 

 また、物品表には、１枚の単価を書きま

した。そのことで意識を変えていく、注文

する際に。１枚、１本単位で単価を書くん

です。ああ、これをもらったら１円使うん

や、１０円使うんやということを意識して

まいりました。また、コピー機、そこにも
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１０枚単位の値段を書いておきます。そう

することで、ああ、これから１００円使う

んやという、そういう意識、こういうこと

を徹底して行うことで、小さな備品の管理

が随分と簡素化されて、スペースの確保に

つながっていきました。たくさんでやるか

ら出てくることで、１人でやっても、机の

中は片づけまして、本当にすっきりして、

また仕事のやる気が出てくるということ

もありましたけれども、ぜひそういった効

果もあるということを知っていただいて、

何かのことで採用していただければなと

いうふうに思いますので、よろしくお願い

いたします。 

 次に、防災に関しての取り組み、防災マ

ップ、現在やられている方の女性の人数、

お答えをいただきました。ありがとうござ

います。 

 ことしも、熊本で地震がありました。そ

の後も、洪水やいろんな形で避難を余儀な

くされる事態もございました。そのたびに、

避難所の運営や、また食料、備品の配布と

いったことには常に課題が生じておりま

す。 

 これからも、防災についてはさまざま、

市としても行われていくかと思います。会

議もあるでしょうし、ワークショップなど

も開催されると思いますが、ここに、やは

り女性を意識して必ず加えていただきた

い、そのように思います。市民に参加が無

理であれば、女性の職員がそこにとにかく

ついていって、参加しながら、どういうふ

うに取り組んでいくのかということにも

つながっていくかと私は考えております

ので、この防災に関する取り組みに、今後、

女性の必ず参加を入れるといったことも

これから検討していただきたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

○三好義治委員長 福住委員の質問が終

わりました。 

 以上で質疑を終わります。 

 暫時休憩します。 

（午後１時２９分 休憩） 

（午後１時３１分 再開） 

○三好義治委員長 再開します。 

 認定第４号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

 村上委員。 

○村上英明委員 款２の諸支出金という

ことで、五つの財産区から交付金というこ

とで出ているということなんですが、その

中で金額の大きいというところで、味舌上

財産区の事業交付金ということについて

お尋ねをしたいと思います。 

 平成２６年度の決算、平成２７年度の予

算のときもだったというふうに思うんで

すが、平成２７年度については、市場池公

民館の関係です。今の状況をお尋ねしたと

いうのが１点と、味舌上財産区事業交付金

で約２，３７３万円が出ているんですが、

その内容について、この２点をお尋ねした

いと思います。 

○三好義治委員長 古賀課長。 

○古賀防災管財課長 そうしましたら、味

舌上財産区について、２点のご質問にお答

えいたします。 

 まず、平成２７年度の執行の主な内容で

ございますけれども、先ほどご指摘ござい

ました、今年度、市場公民館の建て替えを

予定しておりますので、それの予定境界確

定測量業務委託料、これを約１５０万円執

行いたしております。それと、市場公民館

建て替え工事の実施設計業務委託料、これ

に約７７０万円の執行いたしております。

その他、改修工事ですとか、修繕等で、合



- 35 - 

 

わせまして２，３７３万５，９５９円の執

行となっております。 

 それと、今年度の市場公民館の建て替え

の進捗状況でございますけれども、本年４

月下旬に、味舌上財産区の総会におきまし

て、建て替えを進めていくということで行

っておったんのですけれども、予定工事価

格が高額であったということから、再度理

事会のほうで見直しをするといったこと

を伺っております。現在、入札については

一旦仕切り直して、現在、新たな建築設計

を進めていくということで財産区のほう

からはお聞きいたしております。 

○三好義治委員長 村上委員。 

○村上英明委員 市場公民館の建て替え

ということで、先ほどご答弁がありました。

値段的には安くて、質がいいというのが一

番いいということだというふうに思うん

ですけれども、その辺で今見直し中という

ことでありました。これも、地元のいろい

ろと要望があるかもしれませんし、その辺

はしっかりと踏まえていただいて、そうい

う建物の建設ということで、またお願いを

したいなというふうに思います。 

 また、財産区につきましても、しっかり

と、この地元の内容に沿ってということで

支出されているようなことというふうに

思うので、その辺しっかりと、適正な形で

使用していっていただけたらというふう

に思っておりますので、その点だけ要望さ

せていただいて終わりたいと思います。 

○三好義治委員長 ほか、ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三好義治委員長 以上で質疑を終わり

ます。 

 暫時休憩します。 

（午後１時３６分 休憩） 

（午後１時３８分 再開） 

○三好義治委員長 再開します。 

 討論に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三好義治委員長 討論なしと認め、採決

します。 

 認定第１号所管分について、認定するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○三好義治委員長 賛成多数。 

 よって、本件は認定すべきものと決定し

ました。 

 認定第４号について、認定することに賛

成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○三好義治委員長 全員賛成。 

 よって、本件は認定すべきものと決定し

ました。 

 これで、本委員会を閉会します。 

（午後１時３９分 閉会） 
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